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３
月
２６
日
（
土
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら
、
大
阪
安
保
５０
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
、
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階
ホ
ー
ル
で
９３
人
の
参
加
の
も
と
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
労
連
議
長
の
川
辺
代
表
幹
事
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、

国
際
政
治
学
者
の
畑
田
重
夫
さ
ん
が
「
歴
史
的
転
換
を
迎
え
た
『
日
米
同
盟
』」

の
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
戦
後
７０
年
を
俯
瞰
す
る
米
国
と
日
米
安
保
の

狙
い
に
つ
い
て
、
９３
歳
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い
力
強
く
、
情
熱
を
こ
め
た
講

演
で
し
た
。
講
演
の
中
で
、
前
事
務
局
長
の
故
竹
馬
稔
さ
ん
な
ど
が
果
た
し
て

き
た
大
阪
安
保
に
対
す
る
敬
愛
を
込
め
た
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
、
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん
の
う
た
ご
え
、
来
賓
の
中
央
安
保
・
東
森

英
男
事
務
局
長
、
日
本
共
産
党
衆
院
議
員
宮
本
た
け
し
さ
ん
の
激
励
の
言
葉
を

受
け
ま
し
た
。
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
で
元
共
産
党
府
委
員
長
の
菅
生
厚
さ
ん
は
、

安
保
廃
棄
の
運
動
を
山
に
た
と
え
ら
れ
、
そ
の
頂
上
を
高
く
、
す
そ
野
を
広
げ

て
ほ
し
い
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
歓
談
・
交
流
に
入
り
、「
映
像
に
見
る
大
阪

安
保
の
五
〇
年
」
を
紹
介
し
た
後
、
ス
ピ
ー
チ
が
続
き
ま
し
た
。
苦
楽
の
歴
史

を
共
に
し
た
元
府
高
教
の
川
口
一
夫
さ
ん
、
前
母
連
会
長
の
植
田
晃
子
さ
ん
、

農
民
組
合
の
原
弘
行
さ
ん
、
元
吹
田
安
保
の
野
田
珠
樹
さ
ん
、
元
北
海
道
安
保

の
内
山
博
さ
ん
、
５０
年
史
編
纂
委
員
会
を
代
表
し
て
山
上
俊
夫
さ
ん
、
京
都

安
保
の
田
中
三
郎
さ
ん
、
自
由
法
曹
団
の
西
晃
さ
ん
、
新
婦
人
会
長
の
杉
本
和

さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
を
戴
き
ま
し
た
。
閉
会
は
共

産
党
府
委
員
会
副
委
員
長
の
代
表
幹
事
太
田
い
つ
み
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
全
員
大
き
な
輪
に
な
り
、「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
合
唱
し
て
終
了
し
ま
し

た
。 

 

◆
「
大
阪
安
保
５０
年
史
」
の
発
刊 

今
回
、
５０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、「
大
阪
安
保
五
〇
年
史
」
の
編
纂
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
３
３
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
本
と
な
り
、
定
価
２
千
円
＋
税

で
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
６０
年
安
保
闘
争
の
国
民
的
高
揚
の
後
、
安
保
共
闘

の
再
開
を
求
め
、「
安
保
廃
棄
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
た
大
阪
の
た
た
か
い
の
歴

史
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
み
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
好
評
で
す
。 

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
５０
年
史
の
編
纂
を
通
し
て
、
大
阪
安
保
の
位
置
と
今
後

の
展
望
が
見
え
て
く
る
モ
ノ
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
編
纂
委
員
を
含
む
多

く
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
大
事
業
は
で
き
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
共
同
や
共
闘
の
組
織
を
活
か
し
た
醍
醐
味
を
い
か
ん
な
く
発
揮

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
阪
安
保
に
結
集
さ
れ
、
た
た
か
わ
れ
た
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
健
康
を
害
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
末
永
く
、
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
、
お
礼
の
言
葉
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

３
月
２９
日
に
と
う
と
う
「
戦
争
法
」（「
平

和
安
全
法
」）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

施
行
日
前
後
に
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
戦

争
法
」
反
対
の
行
動
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
、
決
し
て
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
。 

政
府
は
、
自
衛
隊
の
武
器
使
用
要
件
変
更

や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
「
駆
け
付
け
警
護
」
な
ど
の
任

務
追
加
は
見
送
る
な
ど
、
参
議
院
選
挙
を
考

慮
し
て
遅
ら
せ
て
い
ま
す
。「
国
民
の
理
解
を

得
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
な
ど
と
、
菅
官
房

長
官
は
発
言
し
、
こ
の
法
制
を
す
す
め
る
姿

勢
は
変
え
て
い
ま
せ
ん
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
強
行
で
沖
縄
県
民
に
対
し
て
の

発
言
と
全
く
同
じ
で
す
。 

 
日
本
が
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
協
力
し
て
世
界
中
に
戦
争
を
広
げ
て
い
く
よ

う
な
国
に
す
る
「
戦
争
法
」
に
は
、
何
が
あ
っ
て
も
、
絶
対
多
数
の
国
民
が
反

対
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
分
か
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
２
０
０
０
万
署
名
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 

 

３
月
の
大
阪
安
保
「
２３
定
例
宣
伝
」
も
「
平
和
友
好
大
阪
連
絡
会
」
の
署

名
共
同
行
動
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
１７
人
の
参
加
で
２７
筆
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。 

小
学
４
年
生
の
男
の
子
が
立
ち
止
ま
っ
て
訴
え
を
聞
い
て
い

た
の
で
、
戦
争
法
の
こ
と
で
対
話
を
す
る
と
、
快
く
署
名
を
し
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
署
名
を
し
て
く
れ
な
く
て
も
、
雰
囲
気
が

温
か
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
、
行
動
参
加
者
か
ら
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

４
月
の
大
阪
安
保
定
例
宣
伝
は
、
平
和
友
好
連
絡
会
と
し
て
の
共
同
行
動
と

し
て
位
置
づ
け
、
２２
日
（
金
）
１２
時
か
ら
淀
屋
橋
で
行
い
ま
す
。 

        

安
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破
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記念レセプションを終えて 

で
き
た
て
の 

「
大
阪
安
保
５０
年
史
」

畑田先生の記念講演 

平和友好大阪連絡会 

署名宣伝統一行動 

第
１
回
目
は
、
安
保
の
問
題
が
強
く
出
て
い
る
沖

縄
の
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
こ
の
間
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
「
辺
野
古

新
基
地
建
設
」
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
う

と
こ
ろ
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

沖
縄
で
「
屈
辱
の
日
」
と
言
わ
れ
る
４
月
２８
日
。

実
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
い
？
そ
の
日
を

間
近
に
控
え
て
の
開
催
で
す
。
こ
の
こ
と
の
意
味
も

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

名
護
共
同
セ
ン
タ
ー
作
成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
美
ら
海
辺

野
古
№
７
」
を
見
て
、
感
想
・
意
見
な
ど
を
自
由
に

出
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
こ
の
間
の
、
沖
縄
県
ｖｓ
日
本

政
府
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
巡
る
裁
判
闘
争
の

こ
と
が
よ
く
分
か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 

○
日
時
：
４
月
２３
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
半

○
場
所
：
大
阪
安
保
事
務
所
の
２
階 
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・ 

米
旗
艦
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
が
、
２
月
24
日
～
27

日
ま
で
大
阪
港
に
入
港
す
る
に
際
し
、
大
阪
市
に

対
し
て
、
入
港
さ
せ
な
い
要
請
書
を
提
出
し
て
き

ま
し
た
。
要
請
書
に
対
す
る
回
答
と
合
わ
せ
て
、

３
月
１８
日
（
金
）
に
大
阪
市
総
務
部
な
ら
び
に
港

湾
局
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
平
和
委
員
会
、

原
水
協
、
非
核
の
会
、
新
婦
人
、
大
教
組
、
大
阪

安
保
か
ら
８
人
の
参
加
で
進
め
ま
し
た
。 

 

今
回
で
３
度
目
に
な
る
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
入
港
の

経
過
に
つ
い
て
は
、
１
／
２６
海
上
保
安
庁
か
ら
通

知
、２
／
１
米
領
事
館
に
核
搭
載
の
有
無
を
確
認
、

２
／
３
外
務
省
北
米
局
外
務
政
務
次
官
に
同
趣
旨

で
確
認
、
２
／
18
市
議
会
に
情
報
通
知
と
な
っ
た

と
港
湾
局
か
ら
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、 

Ｑ
．
な
ぜ
公
表
が
遅
い
の
か 

Ａ
．
ド
タ
キ
ャ
ン
が
多
い
の
で
、
最
終
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
確
認
し
て
い
て
、
遅
く
な
る
。
Ｑ
．
と
い
う
こ
と
は
、
大
阪
港
に
入
港
を
予

定
し
て
い
た
米
艦
は
か
な
り
あ
る
の
か
？
Ａ
．
１
年
に
１
回
程
度
ド
タ
キ
ャ
ン
が

あ
っ
た
。 

 

ま
た
米
軍
艦
の
核
兵
器
搭
載
の
確
認
に
つ
い
て
、
米
国
領
事
館
か
ら
は
「
核
兵

器
が
搭
載
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
報
告
し
な
い
」
と
言
う
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
政
策
の
説
明

を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。
外
務
省
は
、
米
外
交
文
書
な
ど
か
ら
お
そ
ら
く
核
搭
載
を

し
て
い
な
い
と
思
え
る
。
日
米
地
位
協
定
で
米
艦
船
の
入
港
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
交
渉
前
に
、
米
ミ
サ
イ
ル
巡
洋
艦
「
シ
ャ
イ
ロ
ー
」
が
３
月
21
日
か
ら
25

日
ま
で
大
阪
港
入
港
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
１
か
月
も
た
た
な
い
立
て
続

け
の
米
艦
入
港
は
、
戦
争
法
の
施
行
に
合
わ
し
て
、
大
阪
港
を
平
時
か
ら
軍
港
と

し
て
利
用
す
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
と
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
急
き
ょ

19
日
に
入
港
が
中
止
に
な
っ
た
と
市
議
会
に
連
絡
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

◆
核
兵
器
搭
載
問
題
と
平
時
か
ら
の
軍
港
化
反
対
を
掲
げ
て 

 

こ
の
間
の
大
阪
市
の
米
領
事
館
や
外
務
省
へ
の
核
兵
器
搭
載
有
無
の
確
認
対
応

で
は
、
最
後
ま
で
不
明
な
ま
ま
入
港
を
許
可
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
１
か

月
も
た
た
ず
米
艦
船
が
入
港
す
る
事
態
は
、
大
阪
港
を
安
易
に
軍
港
と
し
て
利
用

で
き
る
態
様
に
さ
せ
る
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
安
保
は
、
平
和
委
員
会

や
原
水
協
、
非
核
の
会
な
ど
と
協
力
し
て
、
非
核
証
明
書
の
発
行
な
し
の
入
港
を

許
可
し
て
い
な
い
「
神
戸
方
式
」
に
つ
い
て
そ
の
現
状
と
課
題
の
学
習
会
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
「
非
核
神
戸
方
式
」
学
習
会 

４
月
26
日(

火)

、
14
：
00
～
16
：
30
、
平
和
委
員
会
会
議
室(

谷
六) 

 
 
 
 
 
 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
「
非
核
神
戸
方
式
物
語
」 

講
演
：
兵
庫
原
水
協
：
梶
本
氏
「
非
核
『
神
戸
方
式
』
の
現
状
と
課
題
」 

大
阪
安
保
：
植
田
「
大
阪
港
を
軍
港
化
さ
せ
な
い
」
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

代
執
行
裁
判
が
始
ま
っ
た
12
月
４
日
に
第

１
回
を
開
催
し
、
安
倍
政
権
の
異
常
な
ま
で
の

強
権
性
、
翁
長
知
事
を
先
頭
と
す
る
オ
ー
ル
沖

縄
の
た
た
か
い
の
歴
史
を
学
習
し
ま
し
た
。
第

２
回
は
、
３
月
４
日
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
日
に
、
安
倍
政
権
が
裁
判
所
の
和
解
案
に
従

う
こ
と
を
決
め
、
辺
野
古
の
基
地
建
設
工
事
を

中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
倍
首
相
の

狙
い
は
、
裁
判
で
最
終
的
に
勝
利
で
き
る
と
み

た
か
ら
、「
急
が
ば
回
れ
」
と
い
う
判
断
を
し
た

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
和
解
案
で
は
１
９

９
９
年
の
地
方
自
治
法
改
正
で
「
‥
国
と
地
方

が
対
等
・
協
力
の
関
係
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
定
受
託
事
務
の
処
理
に

お
い
て
特
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
政
府
が
権
力
的

な
「
代
執
行
」
や
国
が
私
人
を
装
う
筋
違
い
の
「
行
政
不
服
審
査
法
」
を
建
前
に

し
た
の
か
を
裁
判
所
は
問
題
に
し
た
の
で
す
。 

政
府
側
は
当
初
７
日
、
そ
の
後
16
日
に
是
正
指
示
を
沖
縄
県
に
出
し
直
し
ま
し

た
。
本
来
、
国
と
県
の
協
議
を
優
先
す
る
こ
と
が
和
解
案
の
精
神
な
の
で
す
が
、

こ
れ
を
無
視
し
た
の
で
す
。 

 
現
在
、
地
方
自
治
法
に
よ
る
国
地
方
紛
争
処
理
委
員
会(

90
日
以
内
の
採
決)

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
裁
判
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
処
理
委
員
会
で
公
正
・
公
平
・
中
立
の
立
場
に
立
っ
て
審
査
し
、
結
論
を
出
す

よ
う
要
請
運
動
が
非
常
に
大
事
で
、
大
阪
安
保
は
４
月
８
日
に
提
出
し
ま
す
。
辺

野
古
を
め
ぐ
る
情
勢
と
法
律
的
な
整
理
で
、
西
晃
弁
護
士(

自
由
法
曹
団)

を
講
師

に
学
習
会
を
５
月
13
日
に
行
い
ま
す
。 

同
時
に
、
沖
縄
県
議
選
が
５
月
27
日
告
示
、
６
月
５
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

県
議
選
で
の
オ
ー
ル
沖
縄
勝
利
に
向
け
た
支
援
行
動
が
５
月
20
日(

金)

～
22
日

(

日)

で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
支
援
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
大
阪
安
保
ま
で
連
絡
を

く
だ
さ
い
。 

       

  

    

 

 

 

 

２０１６年 

4月 

15日（金）平和友好連絡会2000万署名行動 

（12:00大阪平和委員会集合） 

16日（土）憲法会議連続市民学習会③ 

（講師：中野晃一さん13:30∼エル大阪） 

20日（水）5･3集会実行委員会（18:30∼エル大阪） 

22日（金）23定例宣伝行動（12:00∼淀屋橋） 

23日（土）安保に強くなるゼミナール 

（14:00∼大阪安保） 

25日（月）映画「沖縄ぬ思い」試写会 

（グリーン会館15:00∼、18:30∼） 

26日（火）「非核神戸方式学習会」 

（14:00∼大阪平和委員会） 

27日（水）平和友好連絡会会議 

（13:30∼大阪平和委員会） 

5月 

１日（日）メーデー 

３日（火）戦争法廃止へ！おおさか総がかり集会 

（13:00∼扇町公園） 

８日（日）大阪平和委員会60周年記念式典 

（12:30開場、たかつガーデン） 

11日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

13日（金）「辺野古新基地は許さない学習会③」 

（18:30∼エル大阪） 

20日（金）辺野古連帯・沖縄県議選支援行動 

（∼22日） 

23日（月）23定例宣伝行動（12:00∼淀屋橋） 

27日（木）沖縄県議選告示日 

6月 

１日（水）常任幹事会(10:00∼大阪安保) 

５日（日）大阪母親大会（10:00∼エル大阪） 

当 面 の 予 定 

「辺野古新基地は許さない」 

学習会パート３ 

○５月１３日（金）１８時３０分～ 

○エル大阪５階 研修室１ 

《お詫びと訂正》３月発行のニュース４６７号で、

「平良啓子さん」の名前が、誤って「平良佳子さん」

になっていました。深くお詫び申し上げます。 

港湾局交渉 

（映画試写会） 

「沖縄ぬ思い」 
（うちなぁぬうむい） 

 「オール沖縄」のたたかいの源流

を描いた長編ドキュメンタリー映画

です。 沖縄統一連が協力して作成

されました。 

 下記の通り試写会を行います。「オ

ール沖縄」のたたかいを、自らのた

たかいとするためにも、是非ご覧に

なり広げるためにご協力ください。

記 

日時：４月２５日（月） 

15:00∼、18:30∼ 2回上映

場所:大阪グリーン会館 


